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寺
家
町
商
店
街
の
路
地
か
ら
北
へ
伸
び
る
通
称
「
ビ
ア
ン
テ
通
り
」
の
一

角
に
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
灯
り
が
ひ
と
際
明
る
く
店
内
を
照
ら
す
お
店
『
加
古

川
ワ
イ
ン
バ
ル
』
が
あ
り
ま
す
。
「
い
つ
か
お
店
を
持
つ
な
ら
地
元
加
古
川

で
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」
代
表
の
溝
口
浩
太
郎
さ
ん
が
気
軽
に
ワ
イ
ン
を

楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
の
思
い
で
加
古
川
ワ
イ
ン
バ
ル
を
開
業
し
た
の
は
２
０

１
５
年
。
無
農
薬
・
酸
化
防
止
剤
無
添
加
な
ど
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ワ
イ
ン
を
中

心
に
取
り
揃
え
、
そ
れ
ら
に
合
わ
せ
る
料
理
も
兵
庫
県
産
の
無
農
薬
野
菜
な

ど
を
使
用
し
「
イ
ー
ト 

ロ
ー
カ
ル
・
イ
ー
ト 

ナ
チ
ュ
ラ
ル
」
を
バ
ル
の
コ

ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
「
開
業
し
た
年
に
娘
は
３
歳
で
、
娘
で
も
食

べ
ら
れ
る
食
材
を
使
お
う
と
決
め
た
の
が
始
ま
り
で
、
露
地
栽
培
の
野
菜
は

季
節
が
変
わ
る
と
入
荷
す
る
も
の
も
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
旬
の
食
材
を
活
か

す
た
め
メ
ニ
ュ
ー
も
変
わ
っ
て
い
く
の
で
、
来
る
た
び
に
違
う
料
理
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
合
っ
た
ワ
イ
ン
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
」
と

話
し
ま
す
。

　

溝
口
さ
ん
は
「
イ
ー
ト 

ロ
ー
カ
ル
・
・
」
の
他
に
も
「
空
間
」「
接
客
」

を
特
に
重
視
し
て
い
ま
す
。
「
加
古
川
に
い
る
こ
と
を
忘
れ
る
よ
う
な
非
日

常
的
で
あ
り
な
が
ら
、
か
し
こ
ま
ら
な
い
よ
う
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
日
常

が
同
時
に
存
在
す
る
よ
う
な
お
店
に
し
た
い
ん
で
す
。
ま
た
接
客
に
つ
い
て

ス
タ
ッ
フ
に
は
こ
う
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
の
は
言
っ
て
お
ら
ず
、

常
々
〝
自
分
の
大
切
な
人
が
来
た
ら
ど
う
お
も
て
な
し
す
る
か
〞
を
基
本
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
お
も
て
な
し
ス
タ
イ
ル
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

季
節
・
気
分
・
好
み
で
お
客
様
が
求
め
る
ワ
イ
ン
や
料
理
は
違
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
要
望
を
可
能
な
限
り
汲
み
取
り
な
が
ら
、
帰
り
際
に
ま
た
来
た

い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
接
客
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」
と
言
い
、
ス
タ

ッ
フ
向
け
の
ワ
イ
ン
勉
強
会
や
畑
や
猟
師
さ
ん
な
ど
生
産
者
巡
り
も
行
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

同
店
で
は
平
日
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
は
「
Ｃ
Ｕ
Ｒ
Ｒ
Ｙ 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ 

ｋ

ａ
ｋ
ｏ
ｇ
ａ
ｗ
ａ
」
と
し
て
、
地
元
産
発
酵
調
味
料
な
ど
を
使
っ
た
ス
パ
イ

ス
カ
レ
ー
ラ
ン
チ
を
提
供
、
他
に
も
平
岡
町
に
は
ワ
イ
ン
食
堂
「
野
菜
と
グ

リ
ル
」
、
生
野
高
原
に
自
然
派
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ

Ｈ
１
５
３
」
、
そ
の
隣
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
サ
イ
ト
「
B
B
Q 

L
E
A
F
」

を
出
店
し
て
い
ま
す
。
「
加
古
川
店
が
バ
ル
で
わ
い
わ
い
楽
し
く
飲
む
店
な

ら
、
平
岡
店
は
ゆ
っ
た
り
と
食
事
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
店
で
す
。
ど
の
店

も
イ
ー
ト
ロ
ー
カ
ル
・
・
・
の
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
お
り
、
生
野
高
原
の
店

で
は
但
馬
産
の
食
材
を
中
心
に
使
っ
て
い
ま
す
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
カ

ラ
ー
を
出
し
た
店
舗
展
開
を
し
て
い
ま
す
。

　

「
今
後
は
惣
菜
販
売
や
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ス
ー
パ
ー
な
ど
飲
食
店
に
囚
わ
れ

ず
に
食
提
供
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
ま
た
地

域
と
も
つ
な
が
り
を
持
ち
違
う
分
野
と
も
協
力
を
し
な
が
ら
、
地
産
地
消
・

食
育
な
ど
で
地
域
に
貢
献
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
」

　

笑
顔
で
語
る
溝
口
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
も
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ 

ｔ
ｏ 

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
で

ナ
チ
ュ
ラ
ル
食
材
を
発
信
し
続
け
ま
す
。
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加
古
川
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
70
年
の
あ
ゆ
み

　
加
古
川
商
工
会
議
所
は
皆
様
方
の
ご
協
力
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
本
年
６
月
１
日

に
創
立
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
年
表
で
加
古
川
商
工
会
議
所
の
70
年
の
あ
ゆ
み
を
振
り

返
り
ま
す
。

昭
和
27
年　
１
９
５
２
年

　
３
月　
加
古
川
商
工
会
議
所
創
立
総
会
を
加
古
川
市
公
会
堂
で
開
催
。

　
　
　
　
　
初
代
会
頭　
　
大　
　
實
次　
を
選
任
。

　
６
月　
事
務
所
を
加
古
川
町
篠
原
町
34
の
８
（
日
本
運
送
㈱
の
２
階
）

　
　
　
　
に
開
設
し
業
務
を
開
始
。

　
　
　
　
　
初
年
度
予
算
額　
　
２
３
１
万
円
（
９
ヶ
月
分
）

　
　
　
　
　
会　
員　
数　
　
　
４
９
１
名

昭
和
28
年　
１
９
５
３
年

　
８
月　
第
１
回
「
加
古
川　
川
ま
つ
り
」
を
開
催
。

昭
和
29
年　
１
９
５
４
年

　
６
月　
創
立
２
周
年
記
念
事
業
で
「
加
古
川
地
域
の
商
工
名
鑑
」
を
刊

　
　
　
　
行
し
、
全
国
会
議
所
へ
配
布
。

昭
和
30
年　
１
９
５
５
年

　
６
月　
第
１
回
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
挙
行
。

　
８
月　
加
古
川
大
橋
の
補
強
と
幅
員
拡
張
に
つ
い
て
要
望
書
を
建
設
大

　
　
　
　
臣
に
提
出
。

　
９
月　
加
古
川
市
議
会
都
市
計
画
委
員
会
と
当
所
開
発
対
策
委
員
会
合

　
　
　
　
同
懇
談
会
を
開
催
。

　
11
月　
三
木
運
輸
大
臣
、
十
河
国
鉄
総
裁
が
来
県
の
際
に
、
国
鉄
西
明

　
　
　
　
石
、
加
古
川
間
の
電
化
促
進
に
つ
い
て
陳
情
。

昭
和
31
年　
１
９
５
６
年

　
３
月　
加
古
川
市
立
総
合
卸
売
市
場
設
置
に
関
す
る
要
望
書
を
市
に
提
出
。

　
７
月　
当
所
観
光
部
会
を
発
展
的
に
解
散
し
加
古
川
観
光
協
会
を
設
立
。

昭
和
32
年　
１
９
５
７
年

　
６
月　
創
立
５
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
。

昭
和
33
年　
１
９
５
８
年

　
４
月　
国
鉄
山
陽
本
線
の
明
石
〜
姫
路
間
が
電
化
開
通
し
、
開
通
記
念

　
　
　
　
事
業
を
行
う
。

昭
和
35
年　
１
９
６
０
年

　
１
月　
高
砂
、
加
古
川
両
会
議
所
の
合
同
議
員
総
会
を
開
催
。

　
10
月　
当
所
と
、
稲
美
町
、
播
磨
町
、
志
方
町
の
各
商
工
会
の
４
者
が

　
　
　
　
大
同
団
結
し
、
各
商
工
会
は
発
展
的
解
散
を
し
、
各
町
に
当
所

　
　
　
　
の
支
所
を
設
置
。

昭
和
36
年　
１
９
６
１
年

　
２
月　
阪
神
・
播
磨
を
結
ぶ
幹
線
道
路
（
加
古
川
バ
イ
パ
ス
）
の
整
備

　
　
　
　
促
進
に
つ
い
て
の
要
望
を
建
設
大
臣
宛
に
行
う
。

昭
和
37
年　
１
９
６
２
年

　
１
月　
労
働
保
険
事
務
組
合
の
認
可
を
受
け
事
務
代
行
を
開
始
。

　
６
月　
創
立
10
周
年
記
念
式
典
を
加
古
川
公
会
堂
で
挙
行
。

昭
和
39
年　
１
９
６
４
年

　
７
月　
広
域
商
業
診
断
を
実
施
し
、
そ
の
報
告
書
を
関
係
団
体
に
配
布
。

昭
和
40
年　
１
９
６
５
年

　
９
月　
台
風
23
号
に
よ
る
被
害
に
対
し
、早
急
な
復
興
対
策
を
知
事
に
要
望
。

昭
和
41
年　
１
９
６
６
年

　
５
月　
商
工
会
館
建
設
促
進
に
つ
い
て
の
陳
情
を
市
長
並
び
に
市
議
会

　
　
　
　
議
長
宛
に
行
う
。

　
　
　
　
駅
前
ネ
オ
ン
ア
ー
チ
改
修
に
関
す
る
要
望
書
を
市
長
宛
に
提
出
。

　
　
　
　
播
磨
国
道
（
明
石

－

加
古
川

－

姫
路
バ
イ
パ
ス
）
の
早
期
建
設

　
　
　
　
の
要
望
書
を
県
議
会
に
提
出
。

昭
和
42
年　
１
９
６
７
年

　
６
月　
創
立
15
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
。

昭
和
43
年　
１
９
６
８
年

　
２
月　
会
館
建
設
特
別
委
員
会
が
新
発
足
。

　
３
月　
稲
美
町
支
所
が
分
離
独
立
し
、
稲
美
町
商
工
会
と
な
る
。

　
10
月　
播
磨
国
道
の
早
期
建
設
促
進
に
つ
い
て
各
関
係
省
庁
に
対
し
陳

　
　
　
　
情
書
を
提
出
。

昭
和
44
年　
１
９
６
９
年

　
１
月　
国
鉄
三
木
線
、
北
条
線
、
鍛
治
屋
線
の
廃
止
反
対
、
及
び
増
強

　
　
　
　
の
要
望
書
を
知
事
宛
に
提
出
。

　
12
月　
加
古
川
地
区
都
市
改
造
事
業
に
関
し
て
日
本
毛
織
に
対
し
、
ニ

　
　
　
　
ッ
ケ
グ
ラ
ン
ド
約
７
０
０
０
坪
を
一
括
し
て
市
に
譲
渡
さ
れ
る

　
　
　
　
よ
う
要
望
書
を
提
出
。

昭
和
45
年　
１
９
７
０
年

　
１
月　
播
磨
町
支
所
が
分
離
独
立
し
、
稲
美
町
商
工
会
と
な
る
。

　
３
月　
加
古
川
駅
前
市
街
地
改
造
事
業
実
施
に
あ
た
り
、
市
長
並
び
に

　
　
　
　
市
議
会
議
長
に
市
営
駐
車
場
の
要
望
書
を
提
出
。

　
11
月　
議
員
改
選
に
と
も
な
い

　
　
　
　
　
第
２
代
会
頭　
　
長
谷
川　
末
吉　
を
選
任
。

昭
和
46
年　
１
９
７
１
年

　
２
月　
加
古
川
駅
前
再
開
発
事
業
促
進
に
つ
い
て
の
陳
情
書
を
、
市
長

　
　
　
　
並
び
に
市
議
会
議
長
に
提
出
。

　
４
月　
日
本
商
工
会
議
所
よ
り
、
商
業
近
代
化
地
域
計
画
策
定
（
モ
デ

　
　
　
　
ル
都
市
）
の
指
定
を
受
け
る
。

　
５
月　
雇
用
対
策
協
議
会
が
組
織
さ
れ
、
会
長
に
長
谷
川
会
頭
が
就
任
。

　
６
月　
播
磨
国
道
（
加
古
川
バ
イ
パ
ス
）
の
標
識
明
示
に
つ
い
て
の
陳

　
　
　
　
情
書
を
建
設
省
兵
庫
国
道
事
務
所
長
宛
に
提
出
。

昭
和
47
年　
１
９
７
２
年

　
７
月　
都
市
改
造
事
業
促
進
に
つ
い
て
の
請
願
書
を
市
長
並
び
に
市
議

　
　
　
　
会
議
長
宛
に
提
出
。

　
10
月　
加
古
川
産
業
会
館
竣
工
。会
議
所
事
務
所
を
新
会
館
７
階
に
移
転
。

　
　
　
　
創
立
20
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
。

昭
和
49
年　
１
９
７
４
年

　
10
月　
志
方
町
支
所
が
分
離
独
立
し
、
志
方
町
商
工
会
と
な
る
。

昭
和
50
年　
１
９
７
５
年

　
９
月　
マ
リ
ン
ガ
使
節
団
が
公
式
来
訪
。

昭
和
51
年　
１
９
７
６
年

　
５
月　
志
方
町
商
工
会
館
竣
工
式
典
挙
行
さ
れ
る
。

　
９
月　
台
風
17
号
に
よ
る
被
害
か
ら
中
小
企
業
災
害
復
旧
資
金
特
別
融

　
　
　
　
資
制
度
の
説
明
会
を
開
催
し
対
応
す
る
。

昭
和
52
年　
１
９
７
７
年

　
３
月　
会
館
建
設
準
備
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
今
後
の
運
営
に
つ
い

　
　
　
　
て
検
討
を
行
う
。

　
９
月　
東
播
地
域
に
お
け
る
南
北
道
路
建
設
促
進
準
備
会
開
か
れ
る
。

　
11
月　
加
古
川
駅
前
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
定
例
会
議
開
か
れ
る
。

昭
和
53
年　
１
９
７
８
年

　
１
月　
会
議
所
会
館
建
設
に
つ
い
て
市
有
地
の
一
部
貸
与
に
つ
い
て
陳

　
　
　
　
情
書
を
市
長
宛
に
提
出
。

　
10
月　
加
古
川
駅
舎
駅
前
特
別
委
員
会
と
加
古
川
駅
舎
駅
前
開
発
に
つ

　
　
　
　
い
て
の
懇
談
会
を
開
催
。

昭
和
54
年　
１
９
７
９
年

　
７
月　
第
１
回
納
涼
シ
ョ
ー
ボ
ー
ト
を
実
施
。

　
10
月　
議
員
改
選
に
と
も
な
い

　
　
　
　
　
第
３
代
会
頭　
　
滝
川　
松
男　
を
選
任
。

昭
和
55
年　
１
９
８
０
年

　
２
月　
加
古
川
市
国
鉄
高
架
事
業
促
進
期
成
同
盟
設
立
総
会
を
当
所
で

　
　
　
　
開
催
。

　
３
月　
加
古
川
市
公
害
防
止
技
術
研
究
会
を
発
展
的
に
解
消
し
、
加
古

　
　
　
　
川
市
環
境
保
全
研
究
会
を
結
成
。

　
７
月　
ニ
チ
イ
加
古
川
店
出
店
に
際
し
、
そ
の
検
討
・
調
整
を
目
的
に

　
　
　
　
総
合
開
発
委
員
会
内
に
ニ
チ
イ
開
発
分
科
会
を
設
置
。

昭
和
56
年　
１
９
８
１
年

　
６
月　
焼
失
し
た
加
古
川
廉
売
市
場
協
同
組
合
を
中
小
企
業
高
度
化
資

　
　
　
　
金
の
融
資
事
業
に
よ
る
再
建
実
現
の
た
め
、
県
知
事
宛
に
意
見

　
　
　
　
書
を
提
出
。

　
10
月　
加
古
川
卸
団
地
が
完
成
。
竣
工
式
典
挙
行
さ
れ
る
。

昭
和
57
年　
１
９
８
２
年

　
１
月　
加
古
川
廉
売
市
場
新
店
舗
の
竣
工
式
典
挙
行
さ
れ
る
。

　
３
月　
創
立
30
周
年
記
念
事
業
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
工
事
情
視
察
研
修
旅

　
　
　
　
行
」
を
行
う
。

　
９
月　
創
立
30
周
年
記
念
式
典
並
び
に
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
挙
行
。

　
　
　
　
加
古
川
商
工
開
発
株
式
会
社
が
発
足
。
設
立
総
会
が
開
か
れ
る
。

　
10
月　
日
本
製
麻
㈱
跡
地
に
ニ
チ
イ
加
古
川
店
が
オ
ー
プ
ン
。

昭
和
59
年　
１
９
８
４
年

　
１
月　
東
播
磨
経
済
交
流
会
館
建
設
に
関
す
る
陳
情
書
を
県
知
事
宛
に

　
　
　
　
提
出
。

　
２
月　
ダ
イ
エ
ー
を
核
店
舗
に
ニ
ッ
ケ
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
が
オ
ー
プ
ン
。

　
９
月　
常
住
寺
跡
（
加
古
川
町
溝
之
口
五
二
七
）
を
会
館
の
建
設
予
定

　
　

　
　
　
　
地
に
決
定
。

昭
和
60
年　
１
９
８
５
年

　
４
月　
経
営
安
定
特
別
相
談
室
を
設
置
。

昭
和
61
年　
１
９
８
６
年

　
３
月　
加
古
川
商
工
会
議
所
新
会
館
完
成
。

昭
和
62
年　
１
９
８
７
年

　
10
月　
「
か
こ
が
わ
食
品
フ
ェ
ア
ー
」
を
開
催
。

昭
和
63
年　
１
９
８
８
年

　
２
月　
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
を
核
に
「
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
べ
ふ
」
が
オ

　
　
　
　
ー
プ
ン
。

　
12
月　
金
融
証
券
業
部
会　
不
動
産
業
分
科
会
が
第
１
回
例
会
を
開
催
。

平
成
元
年
（
昭
和
64
年
）　
１
９
８
９
年

　
７
月　
加
古
川
異
業
種
交
流
会
を
設
立
。

　
９
月　
カ
ピ
ル
21
が
、
加
古
川
そ
ご
う
を
核
に
オ
ー
プ
ン
。

　
10
月　
婦
人
部
（
現
女
性
会
）
設
立
。

　
12
月　
ベ
ル
デ
モ
ー
ル
加
古
川
（
加
古
川
駅
前
通
商
店
街
）
オ
ー
プ
ン
。

平
成
２
年　
１
９
９
０
年

　
６
月　
マ
リ
ン
ガ
親
善
使
節
団
が
来
所
、
経
済
交
流
提
携
を
調
印
。

平
成
３
年　
１
９
９
１
年

　
11
月　
青
年
部
を
設
立
。

平
成
４
年　
１
９
９
２
年

　
２
月　
異
業
種
交
流
会
が
「
第
１
回
融
合
化
フ
ェ
ア
」
を
開
催
。

　
６
月　
創
立
40
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
。竹
村
健一氏
の
講
演
会
を
開
催
。

平
成
７
年　
１
９
９
５
年

　
２
月　
青
年
部
が
被
災
地
に
炊
き
出
し
を
開
始
。

　
３
月　
義
援
金
を
東
播
磨
県
民
局
に
寄
託
。（
１
４
４
２
万
５
１
１
６
円
）

　
４
月　
婦
人
部
が
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、
被
災
地
へ

　
　
　
　
寄
託
。
３
６
７
万
７
５
０
０
円

　
11
月　
婦
人
部
が
第
１
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
靴
下
ま
つ
り
を
開
催
。

平
成
８
年　
１
９
９
６
年

　
12
月　
Ｂ
Ａ
Ｎ

－

Ｂ
Ａ
Ｎ
テ
レ
ビ
開
局

平
成
９
年　
１
９
９
７
年

　
４
月　
志
方
町
商
工
会
と
合
併

平
成
12
年　
２
０
０
０
年

　
８
月　
滝
川
会
頭
、
逝
去
に
と
も
な
い

　
　
　
　
　
第
４
代
会
頭　
大
庫　
典
雄　
を
選
任
。

平
成
13
年　
２
０
０
１
年

　
３
月　
ヤ
マ
ト
ヤ
シ
キ
加
古
川
店
が
オ
ー
プ
ン
。

平
成
14
年　
２
０
０
２
年

　
４
月　
50
周
年
フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
運
動
（
会
員
訪
問
）
を
実
施
。

　
６
月　
加
古
川
商
工
会
議
所
50
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
挙
行
。

　
11
月　
山
陽
本
線
西
明
石
網
干
駅
間
の
複
々
線
化
の
推
進
及
び
利
便
性

　
　
　
　
の
向
上
に
関
す
る
要
望
書
を
西
日
本
旅
客
鉄
道
に
提
出
。

平
成
15
年　
２
０
０
３
年

　
８
月　
国
道
２
号
線
の
対
面
通
行
に
つ
い
て
の
要
望
を
提
出
。

　
　
　
　
青
年
部
が
全
国
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
第
21
回
近
畿
ブ
ロ

　
　
　
　
ッ
ク
大
会
加
古
川
大
会
を
挙
行
。
第
１
回
加
古
川
楽
市
を
開
催
。

平
成
16
年　
２
０
０
４
年

　
11
月　
議
員
改
選
に
と
も
な
い

 

　
第
５
代
会
頭　
　
西
川　
隆
雄　
を
選
任
。
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部
会
を
７
部
会
に
再
編
。

平
成
17
年　
２
０
０
５
年

　
１
月　
大
規
模
小
売
店
舗
等
の
立
地
調
査
に
関
す
る
条
例
（
仮
称
）
の

　
　
　
　
基
本
的
な
考
え
方
に
係
る
意
見
書
を
兵
庫
県
知
事
に
提
出
。

　
11
月　
国
道
２
号
等
整
備
促
進
協
議
会
が
発
足
。

平
成
18
年　
２
０
０
６
年

　
３
月　
加
古
川
市
及
び
兵
庫
大
学
と
の
連
携
協
定
を
締
結
。

　
５
月　
国
道
２
号
等
早
期
整
備
に
つ
い
て
兵
庫
県
知
事
に
陳
情
。

平
成
19
年　
２
０
０
７
年

　
10
月　
播
磨
臨
海
地
域
道
路
網
に
つ
い
て
財
務
省
・
国
土
交
通
省
・
自

　
　
　
　
民
党
本
部
・
公
明
党
・
民
主
党
へ
陳
情
。

平
成
21
年　
２
０
０
９
年

　
４
月　
か
こ
が
わ
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
チ
ー
ム
か
け
は
し
発
足
。

平
成
22
年　
２
０
１
０
年

　
11
月　
議
員
改
選
に
と
も
な
い

　

 

　
第
６
代
会
頭　
　
長
谷
川　
吉
弘　
を
選
任
。

平
成
23
年　
２
０
１
１
年

　
８
月　
若
者
就
職
応
援
事
業
（
高
校
生
の
企
業
見
学
）
を
開
始
。

平
成
24
年　
２
０
１
２
年

　
４
月　
60
周
年
記
念
事
業
「
会
員
訪
問
」
を
開
始
。

　
６
月　
マ
リ
ン
ガ
市
親
善
使
節
団
加
古
川
市
表
敬
訪
問
並
び
に
歓
迎
夕

　
　
　
　
食
会
。

　
11
月　
創
立
60
周
年
記
念
式
典
・
会
員
大
交
流
会
を
実
施
。

平
成
25
年　
２
０
１
３
年

　
１
月　
播
磨
臨
海
地
域
道
路
網
建
設
促
進
協
議
会
と
し
て
自
民
党
・
国

　
　
　
　
土
交
通
省
に
、
３
月
に
は
財
務
省
に
播
磨
臨
海
地
域
道
路
の
早

　
　
　
　
期
実
現
に
関
す
る
要
望
を
提
出
。

平
成
26
年　
２
０
１
４
年

　
４
月
〜　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師
官
兵
衛
」
放
送
に
伴
い
、
「
商

　
　
　
　
　
工
か
こ
が
わ
」
の
表
紙
に
官
兵
衛
の
妻
で
志
方
町
出
身
〝
て

　
　
　
　
　
る
〞
を
モ
デ
ル
と
し
た
「
て
る
ひ
め
ち
ゃ
ん
」
が
登
場
。

平
成
27
年　
２
０
１
５
年

　
１
月　
ウ
ェ
ル
ネ
ー
ジ
か
こ
が
わ
竣
工

　
７
月
〜　
建
設
業
部
会
が
「
地
域
創
生
〝
加
古
川
イ
キ
イ
キ
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
創
り
〞
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
。

平
成
28
年　
２
０
１
６
年

　
７
月　
加
古
川
中
央
市
民
病
院
が
開
院

　
11
月　
議
員
改
選
に
と
も
な
い

　
　
　
　
　
第
７
代
会
頭　
釡
谷　
和
明　
を
選
任
。

　
　
　
　
青
年
部
が
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
第
34
回
全
国
会
長
研
修
会

　
　
　
　
「
か
こ
が
わ
会
議
」
を
開
催
。

　
12
月　
加
古
川
市
国
道
２
号
等
整
備
促
進
協
議
会
が
兵
庫
県
知
事
に「
加

　
　
　
　
古
川
市
国
道
２
号
等
の
早
期
整
備
は
地
域
の
願
い
」
を
提
出
。

平
成
29
年　
２
０
１
７
年

　
２
月　
青
年
部
が
創
立
25
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
開
催
。

　
10
月　
創
立
65
周
年
記
念
「
ベ
ト
ナ
ム
周
遊
視
察
研
修
旅
行
」
を
実
施
。

　
　
　
　
日
伯
経
済
友
好
使
節
団
・
マ
リ
ン
ガ
市
友
好
訪
問
団
表
敬
訪
問
。

平
成
30
年　
２
０
１
８
年

　
６
月　
「
加
古
川
ス
イ
ー
ツ
Ｍ
Ａ
Ｐ
・
２
０
１
８
Ｋ
ａ
ｋ
ｏ
ｇ
ａ
ｗ
ａ 

　
　
　
　
Ｓ
ｗ
ｅ
ｅ
ｔ
ｓ
」
を
作
成
、
発
行
。

　
７
月　
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
人
移
民
１
１
０
周
年
記
念
訪
問
を
実
施
、式
典・

　
　
　
　
事
業
に
参
加
。

　
10
月　
加
古
川
市
及
び
但
陽
信
用
金
庫
と
の
包
括
連
携
に
関
す
る
協
定

　
　
　
　
を
締
結
。

令
和
元
年
（
平
成
31
年
）　
２
０
１
９
年

　
５
月　
播
磨
臨
海
地
域
道
路
整
備
促
進
大
会
を
加
古
川
で
開
催
。

　
９
月　
加
古
川
商
工
開
発
㈱
に
加
古
川
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
全
室
バ
ス
ル
ー

　
　
　
　
ム
改
修
に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出
。

　
10
月　
女
性
会
が
創
立
30
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
開
催
。

令
和
２
年　
２
０
２
０
年

　
３
月　
「
加
古
川
焼
肉
マ
ッ
プ
」
を
作
成
、
発
行
。

　
４
月　
埼
玉
県
、千
葉
県
、東
京
都
、神
奈
川
県
、大
阪
府
、兵
庫
県・

　
　
　
　
福
岡
県
に「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
緊
急
事
態
宣
言
」

　
　
　
　
が
発
出
さ
れ
、
の
ち
16
日
に
全
国
が
対
象
と
な
る
。

　
５
月　
工
場
立
地
法
に
よ
る
緑
地
面
積
率
緩
和
に
関
す
る
要
望
書
を
加

　
　
　
　
古
川
市
長
に
、
請
願
書
を
加
古
川
市
議
会
議
長
に
提
出
、
令
和

　
　
　
　
３
年
３
月
の
市
議
会
で
緩
和
条
例
案
が
可
決
さ
れ
、
４
月
１
日

　
　
　
　
付
で
施
行
。

　
11
月　
女
性
会
「
第
24
回
靴
下
ま
つ
り
」
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　
感
染
拡
大
の
影
響
で
通
常
の
対
面
販
売
形
式
を
中
止
し
、
初
の

　
　
　
　
〝
抽
選
プ
レ
ゼ
ン
ト
形
式
〞
で
の
実
施
。

令
和
３
年　
２
０
２
１
年

　
３
月　
加
古
川
市
が
所
有
す
る
株
式
の
自
社
株
買
い
等
に
よ
り
加
古
川

　
　
　
　
商
工
開
発
㈱
を
民
営
化
、
当
所
が
筆
頭
株
主
と
な
る
。

　
７
月
〜　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
１
年
遅
れ
で
開

　
　
　
　
催
。

　
11
月　
青
年
部
「
第
18
回
商
工
祭
加
古
川
楽
市
」
・
女
性
会
「
第
25
回

　
　
　
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
靴
下
ま
つ
り
」
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

　
　
　
　
大
防
止
の
た
め
日
岡
山
公
園
に
て
開
催
。

令
和
４
年　
２
０
２
２
年

　
１
月　
青
年
部
が
創
立
30
周
年
記
念
式
典
を
開
催
。

　
　
会　
員　
数　
　
　
２
９
２
３
件
（
令
和
４
年
５
月
20
日
現
在
）　

　

加
古
川
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
70
年
の
あ
ゆ
み
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会員の皆様、今後ともご支援ご協力の程よろしくお願いいたします。
ご相談等お気軽に商工会議所をご利用ください。

加古川商工会議所 創立７０周年を迎えて

会頭　釜谷 和明
　会員の皆様、平素は当商工会議所の事業運営に関し、多大なるご支援とご協
力を賜り心より感謝申しあげます。
　創立７０周年を迎え、現在２，９００社余りの会員の皆様に支えていただいて
おりますが、中小・小規模事業者を取り巻く環境は、新型コロナウイルス感染拡
大による深刻な打撃から回復出来ない中で、海外情勢の悪化の影響、カーボン
ニュートラル・デジタル変革、原油高・原材料高への対処など経営課題が山積し
ており、慢性的な人材不足の状況の下での対応は非常に厳しいと言わざるを得
ません。
　このような状況の中、地域経済の活力の源泉である中小・小規模事業者が活力を取り戻し、地域経
済の底上げが図られるよう、当所では、「無くてはならない相談・支援窓口」として、様々な経営課題や
支援ニーズにお応えし、従来以上に細やかな対応を行うとともに国・県の施策活用などを通じて経営改
善や業績向上に取り組んでまいります。
　また、本年３月には大庫副会頭を委員長とする「ふるさと納税返礼品開発特別委員会」を設置いたし
ました。地域活性化や地場産業の振興に寄与するため「ふるさと納税」に対する返礼品として地元産品
から新たな人気商品を発掘、開発するなど、加古川市への寄付額を将来的に大幅増加させることを目
的としています。個々の企業の販路拡大・売上増に寄与するだけでなく、産業・観光・まちづくり等へ充
当する加古川市の財源確保が出来ればと考えています。
　また、加古川商工開発㈱の運営に携わり、加古川市の地域経済・文化、情報や人々の交流の場である
加古川商工ビルディングの機能を維持するため利用促進に努めてまいります。

副会頭（総務担当） 大庫 隆夫
　会員の皆様、平素は当所事業・サービス等をご利用頂き、誠にありがとうござ
います。
　「加古川商工ビルディング」は昭和61年の完成から30数年を経過いたしまし
た。ホテルとしての美観を保つため計画的に補修・改修を進めるよう心掛け、お
客様のご意見ご要望をお聞きしつつ、快適性・利便性も少しずつ高めるよう努
めています。
　ホテル棟の大部分を所有する加古川商工開発㈱は、株主から加古川市が抜け
たことで第３セクターから当所を筆頭株主とする民間会社となりました。責任は重大ですが、加古川市
唯一の都市型ホテルであり、地域の交流拠点として皆様に宴会や会議、宿泊等さらに親しみをもってご
利用頂ける様、創意工夫を重ねながら維持・運営してまいります。
　この度設置した「ふるさと納税返礼品開発特別委員会」では、地域産業の振興のため返礼品として
人気商品となり得る隠れた逸品の発掘や、新たな特産品を開発、特色のあるサービスの考案などを行
い、将来的に加古川市へのふるさと納税寄付額を現在の３億円から10億円に増やすことを目的として
います。加古川市の産業・観光・まちづくり等に資する財源を確保し、好循環が継続する仕組みを作り
上げたいと考えています。（一社）加古川観光協会と連携し、他市の成功事例を学びながら加古川市の
ＰＲに努めてまいります。

副会頭（工業担当） 山本 亜也夫
　加古川市は昭和40年代より沿岸部埋立地に工場が相次いで進出し、鉄鋼関
連企業が周辺に立地するとともに人口も急増しました。しかしながら、工場用
地はほぼ飽和状態となり、新たな企業進出や既存工場の建替えが進まないこと
から、近隣市町への企業流出も散見され、人口減少が止まらない状態となって
います。
　当所から要望・請願により２０２１年４月「工場立地法に係る緑地面積率等」
が緩和され、設備の新設や更新は実施し易くなったとの声をお聞きしますが、
新たな企業を誘致し、雇用創出・人口増へと繋げるためには抜本的な対策が必要となっています。
　東播磨道の北部延伸、国道２号中心市街地部分の４車線拡幅対面通行化・国道２号加古川橋の架替
などインフラ整備が進みつつある今、播磨臨海地域道路の実現など将来を見据えた産業基盤整備につ
いて関係機関へ要請し、実現に向け協力してまいります。
　昨年30周年を迎えた加古川市環境保全研究会につきましては、原油高などエネルギー費用の高騰
やカーボンニュートラルへの対応など、企業は工場設備の更なる効率化や技術革新が求められる中、先
進事例の研究や視察をはじめ、企業担当者の情報交換・交流の場としてご活用いただける様、活動して
まいります。

副会頭（商業担当） 大辻 利紀
　新型コロナウイルス感染拡大による外出自粛等の影響で、飲食・小売・サー
ビス業を中心に大打撃を受けています。特別融資や協力金・支援金、雇用調整
助成金などで繋いでこられたことと思いますが、支援策の終了後は資金繰りに
不安を抱える事業者が続出するのではと危惧しています。相談・指導体制を一
層充実させ、専門家や関係機関と連携し創業期から成長期、成熟期など状況に
応じた経営分析に基づく企業の現状に即した伴走型支援を行ってまいります。
　また、廃業・転業支援特別相談窓口では、後継者不在等によりやむなく廃業
を決断される場合の円滑な事業清算方法やＭ＆Ａを含めた事業承継の支援を行ってまいります。法務・
税務・金融・不動産等の専門家に相談しながらソフトランディングを目指します。
　商業振興に関しては、ＪＲ加古川駅周辺などの中心市街地が賑わいを取り戻し、商業活性化を図るた
め、前回の再開発事業で建設された商業ビルや当商工ビルディングが、近い将来、相次いで老朽化によ
る建て替え等の時期を迎えることから、行政と一体となり中長期的ビジョンに基づいた「まちづくりの
将来像」を構築し、計画的なスクラップ＆ビルドを実現出来る様、連携を強化してまいります。

加古川商工会議所 創立７０周年を迎えて加古川商工会議所 創立７０周年を迎えて
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特　集

東播２市２町の会員が一堂に

東播磨二市二町
「会員大交流会」
７月26日㈫16：00～
加古川プラザホテル２階 鹿児の間

東播磨のスポットを絵・写真に

東はりま再発見
「絵と写真展」
８月23日㈫～25日㈭
加古川商工会議所１階 展示ホール

狙え！ストライク！

会員交流ボウリング大会
11月14日㈪18：30～
ニッケパークボウル

やりがいのある仕事・企業を知ってもらう

未来の職業を考える高校生のための「企業見学会」
８月上旬予定  ※受入企業の募集は終了しています

初夏の淡路を楽しむ

会員交流バス旅行（受付終了）
（第１班）６月19日㈰（第２班）６月20日㈪  淡路島・鳴門方面

年に１度の健康チェック！

健康診断  ８月下旬～９月上旬予定  加古川総合保健センター 他
例年大にぎわいのイベント

「商工祭『加古川楽市』」
「チャリティ靴下まつり」（11月頃実施予定）

この他にも、時事問題や人材育成など、経営に役立つテーマのセミナーを実施予定です。

加古川商工会議所
70周年記念事業など「令和４年度事業」のお知らせ
加古川商工会議所
70周年記念事業など「令和４年度事業」のお知らせ

ぜひご参加ください！
詳細は「商工かこがわ」にて随時ご案内いたします。

ぜひご参加ください！
詳細は「商工かこがわ」にて随時ご案内いたします。
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　海の安全を守る仕事「海上保安官」。

加古川海上保安署でも昼夜を問わずパト

ロールが行われ、安心安全な海が守られ

ています。今月は馬野署長に日頃の活動

などについてお話を伺いました。　　　

目
指
し
た
き
っ
か
け
は
海
洋
文
学

　

こ
の
仕
事
に
就
い
た
き
っ
か
け
は
、
海
洋

文
学
を
読
み
海
の
仕
事
に
携
わ
り
た
い
と
思

っ
た
こ
と
か
ら
で
、
こ
の
仕
事
は
夢
で
あ
っ

た
船
に
も
乗
れ
、
さ
ら
に
海
の
治
安
と
人
命

を
守
る
と
い
う
非
常
に
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
で
す
。

　

加
古
川
で
の
勤
務
は
初
め
て
と
な
り
ま
す

が
、
当
地
は
工
業
だ
け
で
な
く
海
苔
養
殖
を

始
め
と
す
る
水
産
業
も
盛
ん
な
地
域
で
す
。

当
署
は
日
頃
か
ら
巡
視
艇
「
ま
や
か
ぜ
」
に

よ
る
海
難
事
故
や
犯
罪
・
環
境
保
全
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
う
な
ど
、
播
磨
灘
の
安
全
を
守

る
た
め
12
名
の
署
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
は
、
市
内
の
い
く
つ
か
の
こ
ど

も
園
等
で
園
児
・
保
護
者
ら
を
対
象
に
安
全

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
子
供
に
は
「
一
人

で
海
に
近
づ
か
な
い
」
、
大
人
に
は
「
子
供

か
ら
目
を
離
さ
な
い
」
と
い
う
こ
と
や
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
な
ど
を
伝
え
、
あ
わ

せ
て
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
な
ど
環
境
問

題
に
つ
い
て
も
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

情
報
入
手
を
し
っ
か
り
と

　

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
は
気
持
ち
が
開
放
的
に

な
り
安
全
に
対
す
る
配
慮
が
疎
か
に
な
り
が

ち
で
す
。
海
や
川
で
遊
ぶ
時
は
、
も
し
も
に

備
え
て
「
自
己
救
命
策
３
つ
の
基
本
」
を
守

っ
て
く
だ
さ
い
。
「
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の

着
用
」
「
（
水
没
し
な
い
よ
う
防
水
ケ
ー
ス

に
入
れ
た
）
携
帯
電
話
の
携
行
」
「
１
１
８

番
の
活
用
」
で
す
。

　

特
に
子
供
の
動
き
は
予
測
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
子
供
用
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
必
ず
着

用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
事
前
に
情
報
を
し
っ
か
り
と
入
手
し

て
お
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
最
近
で
は

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
に
よ
る
海
苔
網
へ
の
乗

り
上
げ
や
ボ
ー
ト
同
士
の
衝
突
事
故
な
ど
が

ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
が
、
乗
り
上
げ
事

故
な
ど
は
養
殖
施
設
の
場
所
や
時
期
を
把
握

し
て
い
れ
ば
、
事
故
は
避
け
ら
れ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。
海
上
保
安
庁
で
は
沿
岸
域
情
報
提

供
シ
ス
テ
ム
「
海
の
安
全
情
報
」
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
開
設
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
気

象
状
況
の
ほ
か
緊
急
情
報
や
工
事
・
行
事
に

よ
る
交
通
規
制
状
況
な
ど
の
海
上
安
全
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
航
路
標
識
に
設

置
し
た
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
動
画
・
画
像
な
ど

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
と
も

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
日
頃
か
ら
の
船
体
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
出

航
前
に
は
燃
料
の
量
や
バ
ッ
テ
リ
ー
の
点
検

な
ど
も
し
っ
か
り
と
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

大
切
な
命
！
自
分
で
守
る

　

レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
海
水
浴
の

ほ
か
、
防
波
堤
で
の
釣
り
や
海
・
川
沿
い
で

の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
楽
し
む
人
も
増
え
て
き
ま
す
。

「
ま
さ
か
自
分
が
」
と
い
う
油
断
が
大
き
な

事
故
を
招
き
ま
す
。
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
と
い
う
心
構
え
で
、
し
っ
か
り
安
全
対
策

を
講
じ
、
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
身
近

な
海
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
海
を
楽
し
ん
で

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
海
を
楽
し
ん
で

海上保安庁 第５管区海上本部 姫路海上保安部

加古川海上保安署長　馬野　智彦  さん
うまの ともひこ
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エッセイ

　
「
英
語
」 「
子
育
て
」 「
起
業
」

こ
の
3
つ
が
私
の
人
生
を
彩
る
キ

ー
ワ
ー
ド
で
す
。

　
高
校
1
年
生
で
急
に
留
学
を
思

い
立
ち
、
単
身
ア
メ
リ
カ
留
学
に

行
っ
た
の
が
16
歳
の
時
。

　
16
歳
〜
28
歳
ま
で
は
高
校
・
大

学
・
大
学
院
と
通
い
な
が
ら
ア
メ

リ
カ
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　
大
学
院
に
入
る
前
に
結
婚
、
在

学
中
に
出
産
を
経
て
、
久
し
ぶ
り

に
日
本
に
帰
り
た
い
な
。
と
考
え
、

夫
・
赤
ち
ゃ
ん
と
3
人
で
帰
国
し

ま
し
た
。

　
す
で
に
女
性
が
出
産
を
経
て
職
場
復
帰
す

る
の
は
日
本
で
も
普
通
の
話
だ
っ
た
の
で
、

帰
国
後
、
私
も
仕
事
を
探
し
た
の
で
す
が
、

「
乳
児
が
い
ま
す
」
と
伝
え
る
と
、
ど
の
会

社
も
採
用
を
躊
躇
し
て
い
ま
し
た
。

　
同
時
期
に
仕
事
を
探
し
て
い
た
当
時
20
代

の
夫
は
、
「
赤
ち
ゃ
ん
の
事
や
、
保
育
園
へ

の
お
迎
え
の
事
は
一
切
聞
か
れ
な
か
っ
た
。」

と
言
っ
て
、
す
ぐ
に
日
本
で
の
就
職
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　
赤
ち
ゃ
ん
が
い
て
、
お
迎
え
な
ど
に
祖
父

母
や
他
の
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
が
無
い
と
伝
え

る
と
、
こ
こ
ま
で
女
性
の
就
職
は
難
し
い
の

か
…
と
悔
し
さ
と
虚
無
感
に
包
ま
れ
た
事
を

覚
え
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
い
つ
ま
で
も
悔
し
い
気
持
ち
だ
け

で
不
満
を
募
ら
せ
て
も
前
に
進
む
事
は
で
き

ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
い
つ
し
か
私
の
心
の
中

で
は
、
「
四
六
時
中
赤
ち
ゃ
ん
と
過
ご
す
よ

り
も
、
保
育
園
に
預
け
て
で
も
何
か
自
分
が

社
会
に
提
供
で
き
る
事
で
仕
事
を
し
た
い
。」

と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。

　
就
職
だ
け
じ
ゃ
な
い
「
何
か
」
を
探
し
て

い
た
時
に
、
新
会
社
法
が
施
行
さ
れ
た
事
を

知
り
ま
し
た
。
俗
に
言
う
「
1
円
起
業
」
＝

小
資
本
で
起
業
で
き
る
制
度
で
す
。

　
そ
こ
で
、
自
分
の
得
意
な
英
語
を
使
っ
て

起
業
し
、
事
業
が
ス
タ
ー
ト
。

　
当
初
は
、
子
供
に
英
語
を
教
え
る
と
い
う

小
さ
な
英
語
ス
ク
ー
ル
か
ら
始
め
、
そ
の
後
、

子
育
て
を
し
な
が
ら
で
も
P
C
1
台
あ
れ
ば

ど
こ
で
も
仕
事
が
出
来
る
よ
う
に
、
ビ
ジ
ネ

ス
を
再
構
築
。
現
在
は
上
場
企
業
も
含
め
た

企
業
向
け
の
翻
訳
・
通
訳
が
会
社
の
メ
イ
ン

事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
通
訳
・
翻
訳
以
外
に
も
「
外
国
人
」
や

「
英
語
」
で
弊
社
を
頼
っ
て
く
だ
さ
る
企
業

が
多
く
な
り
、
こ
こ
5
年
程
は
東
京
の
大
型

商
業
施
設
に
て
、
外
国
人
調
査
員
に
よ
る

「
日
本
の
お
も
て
な
し
評
価
」
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　
17
年
前
に
経
験
し
た
、
誰
に
も
ぶ
つ
け
ら

れ
な
い
悔
し
い
気
持
ち
は
い
つ
し
か
反
動
と

な
り
、
私
に
働
く
意
味
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
、

起
業
を
促
し
、
多
く
の
人
と
出
会
う
機
会
を

も
た
ら
し
、
現
在
も
ビ
ジ
ネ
ス
を
継
続
し
続

け
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
当
時
1
歳
だ
っ
た
娘
は
、
現
在

ア
メ
リ
カ
に
高
校
留
学
し
て
お
り
、
ま
だ
ぼ

ん
や
り
な
が
ら
も
、
い
つ
か
起
業
し
た
い
と

い
う
夢
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
「
人
生
超
え
ら
れ
な
い
壁
は
や
っ
て
来
な

い
」
そ
う
信
じ
て
人
と
の
出
会
い
、
仕
事
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

「越えられない壁はやって来ない」

住 所

T E L
営業内容

：

：
：

大阪市北区梅田２－２－２
　ヒルトンプラザウエスト １９Ｆ
06-6133-4555
翻訳、通訳、海外展開ＰＲ支援

松田　聖子株式会社　West Heading　代表
まつだ せいこ

３人の子供たちと（左が松田さん）
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女
性
会
に
入
会
し
ま
せ
ん
か

　

女
性
会
で
は
年
間
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
加
古
川
商
工
会
議
所

Ｈ
Ｐ
の
「
女
性
会
」
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
と
入
会
資
格
・
活
動
内
容
等

掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

指
導
課

　
　
　
　
　
　
　
　
（
女
性
会
事
務
局
）

　

TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5　

　

会員の皆さん、おめでとうございます！
令和４年　春の叙勲・褒章　受章
【旭日双光章・住宅建設業振興功労】湖中　明憲 様（昭和住宅㈱　取締役会長）
【黄綬褒章・業務精励】山下　智子 様（行政書士　山下智子事務所　代表者）
令和４年　兵庫県功労者表彰　受賞
【労働・技能功労】船越　一宏 様（㈲アサヒ写真館　代表取締役）
【農林水産功労】奥野　克哉 様（㈱オクノ　代表取締役）
【農林水産功労】長谷川　哲也 様（加古川動物病院　院長）
【産業振興功労】後藤　純次 様（㈱阪技　代表取締役社長）

会
議
所
の

会
議
所
の

【当所関係　採択者一覧表】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同）
事業所名 補助事業の事業名称

（一般型　第７回　２/４締切）の採択結果が発表されました

【お問い合わせ】 加古川商工会議所 中小企業相談室 ＴＥＬ ０７９-４２４-３３５５

「小規模事業者持続化補助金」

（低感染リスク型ビジネス枠　第６回　３/９締切）の採択結果が発表されました
Ｓ＆Ｎ 本棚から始まる「本」と「焼き菓子」のマッチング販売戦略

【当所関係　採択者一覧表】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同）
事業所名 補助事業の事業名称

㈱創伸
和酒茶屋Ｃｈｉｌｌ

越境ＥＣサイト通信販売事業
移動販売 キッチンカー

　

４
月
４
日
に
第
一
回
、
５
月
12
日
に

第
二
回
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
開
発

特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
回
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
仕

組
み
、
加
古
川
の
現
状
、
近
隣
の
市
の

現
状
、
加
古
川
産
品
の
販
売
強
化
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
に
つ
い
て
委

員
メ
ン
バ
ー
で
学
び
ま
し
た
。
新
た
な

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
登
録
企
業
が
見

つ
か
ら
な
い
課
題
と
し
て
、
返
礼
品
の

メ
リ
ッ
ト
や
エ
ン
ト
リ
ー
の
仕
方
の
周

知
が
出
来
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
意
見
が
あ
り
、
今
後
解
決
に
向
け

話
し
合
い
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
登
録
企
業
を
増

や
す
た
め
の
Ｐ
Ｒ
方
法
の
考
案
、
埋
も

れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
魅
力
あ
る
商

品
を
持
っ
て
い
る
企
業
の
発
掘
を
目
標

と
し
、
発
掘
す
る
仕
組
・
方
法
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

第
二
回
で
は
、
寄
付
金
額
を
増
や
す

こ
と
が
最
終
目
標
で
あ
る
と
委
員
会
メ

ン
バ
ー
で
再
認
識
し
、
今
後
、
産
品
開

発
個
別
セ
ミ
ナ
ー
や
産
品
業
者
登
録
説

明
会
な
ど
を
開
催
す
る
予
定
と
な
り
ま

し
た
。
近
年
、
消
耗
品
や
必
要
消
費
財

の
寄
付
額
が
増
え
て
い
る
背
景
の
説
明

等
も
あ
り
、
今
後
の
商
品
発
掘
に
生
か

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
参
加
者
は
23
名
）

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た
商
工
振
興
に
向
け
て

ー
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
開
発
特
別
委
員
会
を
開
催
ー

  

青
　
年
　
部

加
古
川
の
シ
ン
ボ
ル
創
出
の
想
い
を
込
め
て

ー
マ
ン
ホ
ー
ル
寄
贈
式
を
実
施
ー

新
入
会
員
の
ご
紹
介

　
女
　
性
　
会

新
年
度
、
気
合
の
入
れ
直
し
！

ー
通
常
総
会
を
開
催
ー

岡田市長を囲んで記念写真

青年部一同、気合を入れ直しました

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

体
だ
よ
り

体
だ
よ
り

　

私
た
ち
青
年
部
は
、
令
和
３
年
度
に

創
立
30
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
記
念
品
と
し
て
、
末

永
く
加
古
川
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
、

加
古
川
の
未
来
を
見
守
る
存
在
と
な
る

よ
う
な
何
か
を
作
り
た
い
と
の
想
い
で

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
デ
ザ
イ
ン
マ

ン
ホ
ー
ル
を
作
成
す
る
事
と
な
り
ま
し

た
。
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
は
ご
存
知

の
方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
今
、
巷

で
は
ち
ょ
っ
と
し
た
ブ
ー
ム
に
な
っ
て

お
り
、
日
本
中
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
地

域
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
数
々
の
デ
ザ
イ

ン
マ
ン
ホ
ー
ル
が
作
ら
れ
設
置
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
私
た
ち
が
作
成
し
た
デ
ザ

イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
も
そ
の
よ
う
な
存
在

と
な
れ
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

作
成
し
た

デ
ザ
イ
ン
マ

ン
ホ
ー
ル
は
、

４
月
22
日
の

贈
呈
式
で
岡

田
加
古
川
市

長
、
井
手
上

下
水
道
管

理
者
、
上

下
水
道
局

の
皆
様
に

ご
出
席
い

た
だ
き
加

古
川
市
へ

寄
贈
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
岡
田
市
長
か
ら

「
ユ
ニ
ー
ク
な
贈
り
物
を
い
た
だ
き
ま

し
た
」と
の
コ
メ
ン
ト
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
４
月
28
日
に
加
古
川

商
工
会
議
所
正
面
玄
関
前
の
歩
道
に
設

置
し
ま
し
た
。
こ
の
場
所
で
末
永
く
加

古
川
の
未
来
を
見
守
っ
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
前
会
長 

永
戸 

潤
）

　

４
月
27
日
、
第
31
回
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
、
全
議
案
と
も
満
場
一
致
で
承

認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
総
会
に
お
け

る
総
務
研
修
委
員
会
の
取
り
組
み
と
し

て
、
総
会
会
場
へ
の
入
退
室
時
は
一
旦

立
ち
止
ま
り
、
姿
勢
を
正
し
、
一
礼
し

た
上
で
入
退
室
す
る
こ
と
を
徹
底
し
ま

し
た
。
総
会
は
一
般
企
業
の
株
主
総
会

と
同
様
、
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る

こ
と
を
メ
ン
バ
ー
に
再
認
識
し
て
も
ら

う
た
め
、
会
場
内
に
厳
粛
な
空
気
を
漂

わ
せ
る
こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
の
積
み
重
ね
が
メ
ン
バ

ー
の
資
質
の
向
上
、
自
企
業
の
発
展
に

寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
予
て
よ
り
多
く
の
メ
ン
バ
ー
か

ら
ご
意
見
を
賜
っ
て
い
た
電
子
メ
ー
ル

に
よ
る
委
任
状
提
出
の
方
法
を
今
総
会

よ
り
新
た
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。
今
後

も
時
代
に
即
し
た
総
会
の
運
営
に
努
め

て
い
き
た
い
で
す
。

（
総
務
研
修
委
員
会 

副
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　

澁
谷 

誠
太
郎
）

　

　

加
古
川
市
役
所
近
く
の
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
内
に
て
、
脳
ケ
ア
と
ア
ロ
マ
サ
ロ
ン

を
営
ん
で
お
り
ま
す
。
店
名
の
サ
ラ
ス

ヴ
ァ
テ
ィ
は
水
と
豊
穣
、
知
恵
の
女
神

と
い
う
意
味
を
も
ち
、
現
代
社
会
の
ス

ト
レ
ス
を
癒
し
、
い
つ
ま
で
も
健
康
脳

で
若
々
し
さ
を
保
つ
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
こ
の
度
、
女
性
会
の
お

仲
間
に
入
れ
て
頂
き
、
今
の
自
分
に
気

づ
き
と
成
長
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

無事に設置することができました

Sarasuvati・kyoka♡
肥塚　恭子 氏
こえづか　 きょうこ
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会
議
所
か
ら
の

会
議
所
か
ら
の
お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

　

従
業
員
・
専
従
者
給
与
に
つ
い
て
の

１
月
〜
６
月
分
の
源
泉
所
得
税
（
納
期

特
例
分
）
の
申
告
・
納
付
期
限
は
、
７

月
11
日
㈪
で
す
。
納
付
が
１
日
で
も
遅

れ
る
と
、
不
納
付
加
算
税
等
、
余
分
な

税
金
を
納
め
る
こ
と
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
内
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
次
の
日
程
で
巡

回
指
導
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
程
・
場
所

・
７
月
６
日
㈬

　
　

加
古
川
商
工
会
議
所　

西
支
所

※
時
間
は
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
本
所
で
は
随
時
相
談
を
承
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
巡
回
指
導
日
が
延
期
・
中
止
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
ま
た
は

お
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
持
参
い
た
だ
く
書
類

・
給
与
台
帳
（
源
泉
徴
収
簿
）
も
し
く

　

は
各
人
の
給
与
明
細
の
わ
か
る
書
類

・
令
和
３
年
分
年
末
調
整
に
よ
り
税
額

　

の
超
過
が
あ
る
方
は
納
付
書
控

・
そ
の
他
、相
談
に
必
要
と
思
わ
れ
る
書
類

●
お
問
い
合
わ
せ　

指
導
課

　

TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5

　

当
所
よ
り
発
注
す
る
印
刷
物
に
関
し
、

競
争
見
積
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
日
ま
で
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
当
所
会
員
限
定
）

●
日　

時　

６
月
22
日
㈬
10
時
〜

●
場　

所　

加
古
川
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　

3
階
事
務
所

●
お
問
い
合
わ
せ　

総
務
管
理
課

　

TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5

　

当
所
よ
り
、
左
記
の
２
点
に
つ
い
て

競
争
見
積
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
ご
参

加
さ
れ
る
事
業
所
は
、
申
込
締
切
日
ま

で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
E

-

m
a
i
l
で

見
積
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
仕
様
に

つ
い
て
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
（
当
所
会
員
限
定
）

①
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

　

（
サ
イ
ズ
特
注
・
文
字
入
れ
あ
り
）

②
ボ
ー
ル
ペ
ン
（
文
字
入
れ
あ
り
）

●
申
込
締
切
日　

６
月
20
日
㈪

●
お
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先　

指
導
課

　

TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5

　

FAX
0
7
9
‐
4
2
4
‐
７
１
５
７

　

E

-

m
a
i
l

　

shidouka@
kakogaw

a-cci.or.jp

源
泉
所
得
税
の
納
付
は
お
忘
れ
な
く

ー
源
泉
所
得
税
申
告・納
付
巡
回
指
導
ー

●
募
集
コ
マ
数　

80
コ
マ

●
サ
イ
ズ　

 

1
コ
マ

　
　

タ
テ
5
・
3
㎝
×
ヨ
コ
4
・
0
㎝

●
掲
載
内
容　

事
業
所
名
、
役
職
名
、

　
　
　
　
　
　

氏
名
、
所
在
地
、

　
　
　
　
　
　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

●
料　

金　

1
コ
マ　

5
２
３
６
円

●
締
切
日　

7
月
１
日
㈮

●
お
問
い
合
わ
せ　

会
員
課

　

TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5

　
印
刷
物
入
札

　
発
注
物
入
札

「
商
工
か
こ
が
わ
８
月
号
」
　
　

暑
中
見
舞
名
刺
広
告
募
集
中

新入会員紹介キャンペーン
「加古川プラザホテル・東京田村　　　 
食事券2,000円」を進呈いたします
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●和菓子の日（16日）

　８４８年（嘉祥元年）のこの日、仁明天

皇が16個の菓子や餅を神前に供えて、疾病

よけと健康招福を祈ったとされています。

最近では若年層の「和菓子離れ」が加速し

ているとニュースになりました。

　梅雨に感謝してみてはどうでしょう？

　梅雨があるから農作物がよく育ち 池

やダムにたっぷりの貯水ができ、そして

美しい花も咲かせます。梅雨が明けると

一気に夏ですね。

「今月の“こんな日”」「今月の“こんな日”」
広報委員の“つぶやき”

海上保安庁『東播磨港 港務統計』（抜粋）海上保安庁『東播磨港 港務統計』

日 曜日 行　　　事
1
2
3
12
15
17
19

水
木
金
日
水
金
日

第68回優良従業員表彰、令和4年度第1回常議員会
広報委員会
無料 法律相談
第161回 日商簿記検定試験
無料 税務相談
無料 法律相談
会員交流バス旅行（淡路方面・第１班）

日 曜日 行　　　事
20
21
26
27
28
29
【個別経営相談会】７・８・14・15・21・22・28・29日

月
火
日
月
火
水

会員交流バス旅行（淡路方面・第２班）
無料 社会保険・労務相談、 無料 金融相談
第225回 日商珠算検定試験
無料 特許・商標知財相談
無料 不動産相談
令和4年度通常議員総会、第3回ふるさと納税返礼品特別委員会

●無料相談は、変更・中止となることがあります。お手数ですが事前にお問合せください。
●「特許・商標知財相談」「個別経営相談会」は、事前予約が必要です。あらかじめご相談内容をお知らせください。
●日本政策金融公庫による「金融相談」は、ＷＥＢミーティング形式での相談となりますので、事前予約が必要です。
【「特許・商標相談」「金融相談」のご連絡・お問い合わせ】加古川商工会議所 電話 ０７９－４２４－３３５５
●「不動産相談」は、当面の間「完全予約制」の「電話相談のみ」となります。
【「不動産相談」のご連絡・お問い合わせ（相談日４日前までに）】（一社）兵庫県宅地建物取引業協会 加古川支部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 電話 ０７９－４２４－０８３２

●●●●●●●●●●●６月の会議所カレンダー６月の会議所カレンダー

入港船舶隻数 外国船舶入港隻数
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